
9月 16日日本政治学会 1日目 ウクライナ戦争の影響

16-17日は日本政治学会＠明治大学
共通論題は「ロシアによるウクライナ侵攻」松里先生の新刊が紹介されロシアの論理も理解する必要。台湾有事の危機感

から岸田首相が三文書で反撃能力や凄まじい防衛予算が増額された。どう読み取るか、台湾有事の可能性と対処法。

2日間で 40近い分科会が開催。

分科会 A「放射性廃棄物管理と現代デモクラシー」4月で原発をやめたドイツも、処分場が住民投票で否決。若者、地域
の住民参加の仕組みを作り地層処分を検討。そもそも日本で地層処分は可能かの根本問題も。

分科会 B「近代日本における宗教と政治」

明治維新の廃仏毀釈で仏教会は復権運動。一方で西本願寺は薩長に組みする。

戦前ロシア革命後の混迷期に大本教など新興勢力が登場。新宗教は創価学会含め戦争体制の下で弾圧される。戦後

憲法は信教の自由を認め、政教分離を原則とした。

今回統一協会問題、解散権行使の論理は正しいか？いい宗教悪い宗教は決められるのか。カルトとそれ以外の線引き

はできるか。過度の寄付ー愚行を制限する事は自由権や生存権、公共の福祉で説明できるのか。

過度の政府への影響は排除できるか。アメリカ福音派の持つ大統領選への影響力。教団の使用者責任は。2世の問題
を裁けるか？政治学と宗教学の研究者が議論を深める、脳が汗をかく 場でした。


